
　わたしたち人類は、産業革命以来、大量の資源エネルギーを用いてその活動を発展させてきました。その結果、
地球の温暖化、化学物質汚染、生物多様性の減少など、さまざまな環境問題に直面しています。まさに、人間
活動からの環境への負荷によって人類の存続の基盤となる環境がおびやかされています。新しいミレニアムの
初頭にあたって、これからの千年にわたり今の文明を持続させるために何をすべきか、真剣に考え、英知を結
集させるべきです。

　千葉大学は、理系分野と文系分野の双方の幅広い分野を含む総合的な教育・研究機関として、この英知の形
成と集積と実践に寄与していく責務があります。このため、とくに次の事項を推進していきます。

　千葉大学ではこの環境方針に基づき目標を設定し、その実現に向けて行動するとともに、行動の状況を監査
して環境マネジメントシステムを見直します。これにより、継続的にシステムの改善を図り、汚染を予防します。

　また、この環境方針は文書化し、千葉大学の教職員、学生、常駐する関連業者などの関係者に周知するとと
もに、文書やインターネットのホームページを用いて一般の人に開示します。

　　　文系と理系の知恵を集積し、また附属学校と連携し、
　　　総合大学としての特長を活かした環境教育と研究の実践を進めます。

　　　省エネルギー・省資源、資源の循環利用、グリーン購入を推進し、化学物質の安全管理を徹底します。
　　　また、構内の緑を保全します。これらにより環境負荷の少ない緑豊かなキャンパスを実現します。
　　　とくに、環境に関連する法規制や千葉大学が同意する環境に関する要求事項を理解し、遵守します。

　　　環境マネジメントシステムの構築と運用は学生の主体的な参加によって実施します。
　　　また、学生による自主的な環境活動を推奨し、
　　　多様な環境プログラムが実施されるキャンパスを目指します。

　　　環境マネジメントシステムを地域の意見を反映させながら、
　　　地域社会に開かれた形で実施していきます。
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環境方針
千葉大学では、以下の環境方針を定め、本方針に沿って環境への取り組みを進めています。
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